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研究成果の概要（和文）：本研究ではマラウイの初等学校における非正規課程の教育に焦点を当て、その実態と
今後の展望を明らかにした。正規課程の授業外の教育である「補講授業(エクストラスクール) の開講」や「民
営学校への通学 (ダブルスクール) 」などが隆盛になるなど、教員や保護者が様々な独自の反応を示しているこ
とが判明した。結果的に教員、保護者の公立学校離れが起きており、教育の質が断続的に低下する全体構造を明
らかにすることが可能となった。

研究成果の概要（英文）：In this research, we focused on education of non formal courses in primary 
school in Maraui and investigated the current situation and the future prospective. As for non 
formal education, "Opening of additional complimentary classes(Extra school)"and "Enrollment for 
Private schools(Double school)"are getting popular and parents and teachers are showing different 
responses.As a result, we could show the overall sturucture of the intermittent decline in quality 
of education in the country.

研究分野： 国際教育開発

キーワード： 無認可学校　教育の質　教員のモチベーション　エクストラスクール　低額私立校

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
これまでアフリカ諸国は国際社会の後押

しもあり、初等教育の量的拡大には成功した。
その一方で、教育の質 (特に内部効率性やア
ウトプットの質) に関しては、低下傾向にあ
る国が多い (澤村 2012)。教育の量的拡大が
起こった後に質の低下が見られるのは、教育
拡大の過渡期に起こる必然的な帰結として
捉えることも出来る。 
だが、今後、教育の質を改善させるために

は、質の低下が起こらないシステムを見出し
ていくことが必要である。そのためには、ま
ず教育の質が低下する全体構造を明らかに
していく必要がある。そのような背景を踏ま
えて本研究では、これまで注目されてこなか
ったアフリカにおける初等教育の非正規課
程の教育実態に焦点を当て、実態と課題を明
らかにしようと試みるものである。 
初等教育の連続的な質低下を受けて現地

の教員や保護者は、ただ黙って現状の教育の
質が低下状況を受容しているのではなく、実
際には様々な行動を起こしていることが予
想される。実際に、マクロレベルのデータを
概観すると、私立学校の急速な拡大やエクス
トラスクールと呼ばれる有償の非正規授業
へ参加する児童の数は、近年、急増している
(Chimombo 2010)。しかしながら、アフリカ
における既存研究においては、公立学校の正
規課程の教育を対象にしたものが大多数で
あり、非正規教育の実態は、これまでほとん
ど明らかになっていない。 
  
２．研究の目的 
 本研究は、アフリカの初等学校における非
正規課程の教育に焦点を当て、その実態と今
後の展望を明らかにするものである。これま
で、多くのアフリカ諸国において、EFA 
(Education for All:万人のための教育) 達成
に向け、「無償化政策」など就学を促進する
政策が優先的に導入されてきた。結果的に、
教育の量的拡大が急速に起こり、教育の質が
低下したとされている。このような状況を受
けて、ミクロレベルでは「補講授業(エクスト
ラスクール) の開講」や「民営学校への通学 
(ダブルスクール) 」など、教員や保護者が
様々な独自の反応を示している。 
そこで、本研究ではアフリカの中でも最貧

国のマラウイを対象に、正規課程の授業外の
教育実態について調査し、その実態と今後の
展望を明らかにしていく。具体的には如何な
る理由で、どの様な非正規課程の教育(種類、
頻度、教育主体等を含む)を子どもに受けさせ
ているのか、その実態解明を行う。非正規課
程の教育実態を把捉することで、教育の質が
低下する全体構造をも明らかにすることが
出来ると考えられる。 
 また、非正規の教育実態に焦点を当てるこ
とにより、EFA 政策に対するアフリカ独自の
反応を明らかにすることが出来ると考えら
れる。 

本研究は、現地の研究者と協働で地域のミク
ロレベルの視点から研究を実施するため、新
たな教育政策の導入が各国の教育省、教員、
地域住民に如何に受け入れられているのか、
教育政策受容の視点を提供するという特色
がある。そして、教育開発政策の国際的潮流
に対して、地域に根ざした問題を掘り起こし、
アフリカ独自の新たな視座を提供するとい
う点で創造的である。 
また、学術的貢献として、新たな視座を含

んだ研究フレームワークの構築が可能にな
ると考えられる。特に、アフリカの論理を含
有した教育政策研究フレームワークの構築
は学術的に遅れており、本研究結果が貢献す
ることが出来ると考えられる。そして、アフ
リカの途上国の教育政策受容に焦点を当て
ることで、教育の近代化が現場に何をもたら
し、何を失わせたのか、他の国にも教育政策
移行期における新たな視座を含んだ研究枠
組みを提示する事が出来るのではないかと
考えられる。 
本研究結果は、学術的に貢献するだけでな

く、実践面においても我が国の国際教育協力
政策を初め、国際的にも途上国の教育開発政
策に広く貢献することが出来る。また、対象
国は当然ながら、途上国の研究全体に対して、
ポスト EFA 期における有益な示唆を提供出
来ると考えている。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、現地調査でのフォーカス・グ
ループ・インタビューと参与観察を研究方法
の中核に据え、非正規課程の教育の実態を明
らかにした。現地調査では、教員や地域住民
の観点を中心とし、地域の視点から全容を解
明しようと試みた。現地調査に当たっては、
マラウイの教育文化、社会状況、宗教、価値
観などを十分に踏まえ、現場 (下から) の視
点で当該実態を仔細に解明していくことを
試みた。  
 
（１）第 1次現地調査の実施 (マラウイ 8月
～9月)  
  ◇第 1次調査では、まず対象村と学校の選
別を実施した。 
* 対象村は、都市部と農村部から 1つずつ地
域を選択する。対象とする学校は、当該国の
宗教や部族の割合を考慮し、選定した。その
後、対象校において教員と地域住民にフォー
カス・グループ・インタビューを実施し、非
正規課程の教育実態を明らかにしていった。 
 
（２）2年目には初年度の調査結果を踏まえ、
研究計画を見直した上で第2次現地調査を実
施した。初年度の研究計画は上記の通りであ
るが、本研究は、現地の研究協力者と対等な
立場で研究を推進する「コミットメントアプ
ローチ」(北村 2005)を採用し、研究を進めて
いく計画であったため、2 年目の研究計画に
ついては、研究協力者と十分に協議した上で、



研究フレームワークの見直しを図った。 
研究体制としては、調査対象のマラウイに

おいて、現地の研究者と協働で調査、分析を
実施していく国際共同研究の体制を構築し
た。これまでの研究で既に、現地において人
的ネットワークはある程度構築されていた
ため。これまでの研究でも常に現地の研究協
力者であった Mr. Chikoza Nphiri(教育省リ
ロングウェ地域事務所職員)と Dr.Dorothy 
Nampota(マラウイ大学教授)に、今般の研究
においても研究協力者として、研究に参画頂
き、研究を推進した。 
さらに効果的に研究を推進するため、教育

省や教員養成大学からの正式な支援、助言を
得ることにより、より現地に適合した研究フ
レームワークを構築することに繋がったと
考えられる。また、研究結果を現地において
活用して頂くことが容易になり、彼らのイン
センティブも上がったと考えられる。また、
アフリカ開発銀行等のアフリカのリージョ
ナル機関との情報共有や連携等も随時、取り、
研究結果の共有などを図った。 
 
４．研究成果 
 本研究ではマラウイの初等学校における
非正規課程の教育に焦点を当て、その実態と
今後の展望を明らかにした。まず、非正規課
程の教育課程と一言で言っても、その種類や
形態は多種多様であることが判明した。中で
も正規課程の授業外の教育である「補講授業
(エクストラスクール) の開講」や「民営学
校への通学 (ダブルスクール) 」などが隆盛
になっていた。その主体も地域住民や NGO だ
けではなく、公立学校の教員自らが、開講し
ている事例も多く確認された。 
背景として、マラウイにおいては、1994 年

の無償化政策導入の影響を受けて、公立初等
学校の教育が受け容れ能力を超える数の児
童を受け容れざるを得ない状況に陥ってい
た。そのような状況を受けて、教員や保護者
が様々な独自の反応を示していることが判
明した。学校の正規課程の授業だけでは、十
分な学力が担保出来ないと保護者や教員が
判断して非正規課程の授業を開設し、有償で
学力を担保しようと試みている事例が多く
確認された。 
しかしながら、正規課程の授業と非正規課

程の授業が必ずしも補完関係になっている
わけではなく、非正規課程の授業があること
が却って、正規課程の授業を阻害している構
造が生成されていることも確認された。例え
ば、正規課程の授業では問題しか教えず、答
えは非正規課程の授業内でしか教えないと
いう劣悪な教員が存在することも確認され
た。 
他には、教員、保護者の公立学校離れが起

きていることも確認された。非正規課程の授
業が隆盛することにより、私立学校の価値が
相対的に高まり、公立学校離れを引き起こし
ていることも示唆された。結果的に、教育の

質が断続的に低下する全体構造を明らかに
することが可能となった。 
学術的には、下記のとおり、多くの学術論

文として成果を公表することが可能となっ
た。研究計画時には、書籍の刊行ということ
も計画していたが、そこは遅れているため、
今後の課題としたい。 
また、今後は、学術的に貢献するだけでな

く、実践面においても我が国の国際教育協力
政策を初め、国際的にも途上国の教育開発政
策に広く貢献することが出来るのではない
か、と考えている。また、対象国は当然なが
ら、途上国の研究全体に対して、ポスト EFA
期における有益な示唆を今後、様々な面から
提供出来ると考えている。 
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